


 

 PMD 患者の多くは成長期を病棟という狭あいな生活空間で、しかも病状の進

行を自覚し、人の介助を受け、同病の友の死を体験しながら青年期を迎えてき

ている。このような生長過程は彼らの人格形成、なかでも情緒的側面に多大な

影響を及ぼしていると思われる。そこで彼らの情緒側面の特性を探り、生活指

導の一助とする。 

 本研究の場合、直接質問するという調査方法よりも、内在的反応が得られる

投影法が適当と思われ、P-F・study にひきつづき、Rorschach test を実施した。

対象は当所入所中の PMD 患者 37 名で、そのうち 34 名がデュシャンヌ型、在所

年数は 5 年以上のものが 24 名、5 年未満が 13 名となっている。年齢は 9 歳～

25 歳、上田式 8段階ステージでは 5度以上が 31 名となっている。 


